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1. 序　　近年、 市町村各地の魅力の向上を目的とした複

数地域の連携による観光地形成が活発化している 1)。 地域

鉄道は、 沿線に点在する観光地間の移動手段として、 さら

にイベント列車や歴史的な駅舎など観光資源としての性格

を有することから、 地域の連携の基軸となる可能性を潜在

している。 そこで本研究では、 地域鉄道の沿線市町村の

観光パンフレット 2) を対象に、 言語表現と地図表現を検討

することで、 地域鉄道を基軸とした沿線市町村の連携のイ

メージを明らかにすることを目的とする。

2. 言語表現にみる地域鉄道の着目内容と連携形式

2-1. 着目内容の分類　　まず、 対象とした地域鉄道の沿

線市町村の観光パンフレットから、 地域鉄道を紹介する言

語表現 （以下、 鉄道紹介） を抽出し、 鉄道紹介文に提示

される地域の魅力を着目内容として検討した （図 2）。 まず

沿線地域の観光要素を紹介する 《沿線紹介》 と、 地域鉄

道自体を観光要素として紹介する 《鉄道紹介》 に大別でき、

前者は 〈自然景観〉 〈周辺施設〉 〈地域情報〉、後者は 〈鉄

道施設〉 〈サービス・活動〉 〈路線情報〉 から捉えた （図 2）。

4. 言語表現と地図表現にみる沿線市町村の連携

　地域鉄道を基軸とした沿線市町村の連携について、 2 章

で整理した着目内容の鉄道単位での組み合わせを、 《沿

線紹介》 の比率が高い順に並べ、 これらと連携形式との対

応から、 全資料を A-1、 A-2、 B、 C、 D に位置付けた （図

7）。 以下では地図表現と合わせて、 それぞれの特徴を考

察する。 【広域越境型】 で、 沿線紹介を基調とする地域を

A-1 とし、 鉄道紹介を基調とする地域を A-2 とした。

　A-1 では [ 共有 ] する観光要素が少なく、 独自の内容と

して 〈周辺施設〉 が [ 越境 ] されていた。 越境地域が単

数の場合、 知名度の高い観光地から 〈周辺施設〉 によっ

て広域で [ 越境 ] することにより、 周遊観光を促すような連

携がされていると考えられる。 具体例として越境地域には、

No.16 北陸鉄道の金沢市や No.20 伊豆箱根鉄道の三島市

が挙げられる。 また No.4 三陸鉄道では、 著名なドラマの

舞台という地域の文化を [ 共有 ] する連携もみられた。

　A-2 では 《鉄道紹介》 の [ 越境 ] が多くみられ、 列車や

駅舎、 運転体験や車内体験など鉄道に関する幅広い内容

が特定のコンテンツに関連させられ、 沿線全域に連携され

ている。 具体例として No.11 わたらせ渓谷鉄道では渓谷関

連のトロッコ列車や駅舎、 No.8 真岡鉄道では SL 列車関連

の駅舎や転車台が挙げられる。

　【局地越境型】 では [ 越境 ] で 〈移動体験〉 が特徴的に

多くみられ、 〈自然景観〉 も多くみられた。 近隣の中心的

都市が被越境地域となっており、 移動や地理的な接続によ

り都市への連携を強めていると考えられる。 中心的都市の

具体例として No1. 道南いさりび鉄道の函館市や、 No.2 弘

南鉄道の弘前市などが挙げられる。

　【共有型】 では 〈自然景観〉 〈サービス活動〉、特に車両・

イベントの [ 共有 ] が多くみられ、 地域の自然環境を生かし

ながら観光列車などを複数市町村間で共有して紹介をし、

集客力の向上を共同的に図っていると考えられる。 具体例

として No.13 えちごトキめき鉄道では豊かな自然を走るイベ

ント列車 「雪月花」 が全域で [ 共有 ] されている。

　【非連携型】 では 《沿線紹介》 より 《鉄道紹介》 を基調

とする沿線地域の総数が多く、 着目内容に 〈路線情報〉

が多くみられた。 このことから連携のみられない地域では移

動手段としての機能が紹介されていると確認できる。

5. 結 　以上、 観光パンフレットの言語表現と地図表現から

地域鉄道を基軸とした沿線市町村の連携を検討した。 その

結果、 沿線地域内にヒエラルキーがある中で既存の資源を

越境的に紹介するもの、 沿線地域内にヒエラルキーがない

中で観光列車などを共有することにより地域に新たな価値

を付加するものという 2 つの連携のイメージを捉えた。 　

2-2. 連携表現の分類と形式　 上記の着目内容には、 例

えば図１の分析例の筑西市の鉄道紹介文で、 沿線の茂木

町の駅舎が紹介されるように、 他地域との連携として読み取

れるものがみられたため、 これを連携表現として検討した。

連携表現には、 他地域が紹介される [ 越境 ]、 複数の地域

で同じ着目内容が紹介される [ 共有 ] がみられた （図 3）。

　以上の連携表現について地域鉄道単位の組み合わせを

連携形式として検討した。 [ 越境 ] がみられる場合は、 他

から紹介される地域 （以下、 被越境地域） の沿線におけ

る分布から、【広域越境型】 と 【局地越境型】 に分類し、[ 越

境 ] がみられない場合は [ 共有 ] の有無から、 前者を 【共

有型】、 後者を 【非連携型】 に分類した （図 4）。

3. 地図表現にみる連携表現の強調

　次に、 観光パンフレットの地図表現に着目すると、 鉄道

の路線や観光要素が周辺の他地域まで描かれるものみら

れ、 これを域外表現として捉えた （図 5）。 さらに域外表現

で描かれる地域が前章で捉えた連携表現の対象となる場

合、 これを強調表現として捉えた （図 6）。

自然、 歴史、 文化等で密接な関係にある地域を一帯的に整備する観光圏整備法が挙げられる 。

中小民鉄及び第三セクターを合わせた 95 の地域鉄道のうち、 沿線に 3 以上の市町村を含む鉄道を対象と

した。 そのうち、 72 地域の観光パンフレットで地域鉄道の紹介がみられ、 これを 2 章の資料とした。
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